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し
て
い
く
と
と
も
に
、
他
の
用
途
へ
の

転
用
や
利
活
用
等
、
将
来
を
見
据
え
た

保
育
所
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

議
員　
連
携
保
育
に
係
る
５
年
間
の
国

の
経
過
措
置
後
の
対
応
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
全
国
的
に
見
て

も
平
成
30
年
４
月
現
在
で
連
携
施
設
の

３
要
件
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
事
業

所
は
46
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
国
に

お
い
て
、
経
過
措
置
を
さ
ら
に
５
年
間

延
長
す
る
省
令
改
正
を
年
度
内
に
行
う

予
定
で
あ
る
。

議
員　
ア※

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
現
状
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
最
終
年
度
は
当

初
の
３
８
５
人
分
か
ら
１
０
０
人
減
じ
、

２
８
５
人
分
の
受
け
入
れ
枠
の
拡
大
を

図
る
旨
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
平
成
31

年
４
月
に
は
認
可
保
育
所
３
園
の
新
設

と
２
９
６
人
分
の
受
け
入
れ
枠
拡
大
を

予
定
し
て
い
る
。

議
員　
今
後
の
保
育
ニ
ー
ズ
の
推
移
予

測
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
平
成
28
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
就
学
前

児
童
の
数
と
、
今
後
の
共
働
き
家
庭
の

増
加
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
等

を
契
機
と
し
た
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
等

を
総
合
的
に
鑑
み
な
が
ら
、
推
計
し
て

い
く
。

議
員　
長
期
的
な
保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化

へ
の
対
応
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
戸
田
市
に
お
い

て
も
将
来
的
に
は
保
育
需
要
が
減
少
に

転
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
引
き
続

き
、
就
学
前
児
童
数
や
申
し
込
み
率
等

の
推
移
に
注
視
し
な
が
ら
整
備
を
計
画

後
の
支
援
を
見
据
え
た「
相
談
支
援
と

情
報
提
供
体
制
」
の
充
実
を
掲
げ
、
本

人
や
家
族
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
る

③
関
係
課
と
連
携
を
図
り
先
進
事
例
等

を
調
査
研
究
し
て
い
く
④
こ
れ
ま
で
も

積
極
的
に
後
援
等
行
っ
て
き
た
が
、
さ

ら
に
脚
光
を
浴
び
る
機
会
や
、
市
民
の

理
解
が
進
む
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

議
員　
今
春
、
販
売
予
定
の
乳
児
用
液

体
ミ
ル
ク
は
、
母
乳
に
近
く
、
常
温
で

す
ぐ
に
使
用
で
き
る
の
で
、
災
害
時
の

備
蓄
に
有
効
で
あ
る
。
い
か
が
か
。

危
機
管
理
監　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
使
用

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
備
蓄
も
視
野
に
検
討
す
る
。

議
員　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
情
報

を
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
簡
単
に

入
手
で
き
る
電
子
母
子
手
帳
の
導
入
は
。

福
祉
部
長　
情
報
を
収
集
し
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
検
討
す
る
。

▲保育園の風景

保育行政

障がい児者支援

石い
し
か
わ
 
き
よ
あ
き

川
清
明 

議
員

手て
づ
か
 
し
ず
え

塚
静
枝 

議
員

保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化
へ
の
対
応
は

カ
ー
ド
型
「
障
害
者
手
帳
」
の
導
入
は

将
来
を
見
据
え
た
保
育
所
整
備
を
検
討

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
す
る

議
員　
障
が
い
児
者
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う
。
①
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
カ
ー
ド
型
「
障
害
者
手
帳
」
の
省

令
改
正
後
の
導
入
は
②
「
親
亡
き
後
等
」

の
問
題
解
決
に
向
け
た
支
援
は
重
要
で

あ
る
。
不
安
解
消
に
つ
な
げ
る
支
援
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
③
障
が
い
の
あ

る
方
に
特
化
し
た
、わ
か
り
や
す
い
「
防

災
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
を
④
「
障
害
者
文

化
芸
術
活
動
」
の
さ
ら
な
る
支
援
を
。

福
祉
部
長　
①
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま

え
て
カ
ー
ド
化
を
検
討
す
る
②
親
亡
き▲カード型障害者手帳のイメージ（出典：厚生労働省）

▲ toco バス西循環の浅間橋停留所付近

▲新曽地区下水道整備事業

交通安全対策

新曽地区下水道

本ほ

ん

だ田 

哲て
つ 

議
員

十そ
ご
う
 
た
く
や

川
拓
也 

議
員

浅あ
さ
ま
ば
し

間
橋
付
近
に
横
断
歩
道
の
設
置
を

汚
水
整
備
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く

中
地
区
の
本
管
布
設
工
事
を
推
進
す
る

議
員　
さ
く
ら
パ
ル
に
行
く
た
め
ｔ
ｏ

ｃ
ｏ
バ
ス
西
循
環
の
浅
間
橋
停
留
所
を

利
用
し
て
い
る
市
民
か
ら
、
横
断
歩
道

設
置
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
通
り
を
安
全
に
横
断
で
き

る
よ
う
浅
間
橋
付
近
に
横
断
歩
道
の
設

置
を
。

市
民
生
活
部
長　
横
断
歩
道
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
が

必
要
に
な
る
の
か
を
含
め
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
く
。

議
員　
新
曽
地
区
の
汚
水
整
備
の
現
状

と
今
後
の
計
画
は
。

上
下
水
道
部
長　
平
成
29
年
度
末
の
新

曽
中
央
地
区
の
下
水
道
整
備
率
は
41
・

31
％
で
あ
り
、
現
在
、
西
地
区
、
東
地
区
、

中
地
区
の
順
に
整
備
し
て
い
る
。
西
地

区
は
、「
芦
原
上
原
線
」
に
沿
っ
て
下

水
道
幹
線
を
、
東
地
区
は
、
新
曽
南
幹

線
と
上
戸
田
川
周
辺
を
主
に
実
施
し
た
。

中
地
区
は
、
新
曽
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

を
実
施
し
て
お
り
、
未
整
備
地
区
を
鋭

意
整
備
し
て
い
く
。
今
後
は
、
下
水
道

整
備
の
基
本
は
下
流
か
ら
の
整
備
で
あ

る
た
め
、「
前
谷
馬
場
線
」
と
中
地
区

議
員　
今
年
の
秋
、
市
役
所
１
階
に
福

祉
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
生
活
困

窮
者
支
援
の
強
化
を
図
る
と
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
支
援
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
求
め
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
業
務
は
②
１

階
に
移
動
さ
せ
る
「
生
活
支
援
課
」「
生

活
自
立
相
談
セ
ン
タ
ー
」
と
「
ふ
る
さ

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
連
携
内
容
は
。

福
祉
部
長　
①
経
済
的
な
問
題
を
抱
え

た
方
だ
け
で
な
く
、
福
祉
に
関
す
る
相

談
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良

い
か
わ
か
ら
な
い
方
や
、
庁
内
各
課
に

相
談
内
容
が
ま
た
が
る
と
い
っ
た
複
合

課
題
を
抱
え
た
方
を
は
じ
め
、
福
祉
に

関
す
る
相
談
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
の
窓
口
②
生
活
支
援
課
お
よ
び

生
活
自
立
相
談
セ
ン
タ
ー
の
移
動
に
よ

り
、「
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
と

の
距
離
が
縮
ま
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困

窮
者
支
援
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
、
現

在
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
。

の
本
管
布
設
工
事
を
推
進
す
る
。

議
員　
応
募
、
市
内
配
置
バ
ラ
ン
ス
等

の
現
状
は
。
ま
た
、
喜
沢
南
広
場
が
閉

鎖
し
た
。
喜
沢
地
区
に
つ
く
れ
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　

平
成
30
年
度
の
応

募
は
３
５
１
人
で
、
倍
率
は
１
・６
倍
。

現
在
、
広
場
は
、
下
戸
田
２
、
上
戸
田
３
、

新
曽
７
、
美
笹
地
区
２
の
計
14
広
場
で

あ
り
、
新
曽
地
区
が
７
広
場
と
全
体
の

半
分
を
占
め
る
。
喜
沢
南
広
場
は
、
平

成
31
年
３
月
末
に
閉
鎖
す
る
た
め
、
喜

沢
地
区
に
要
件
に
沿
う
土
地
が
あ
れ
ば
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

Ｑ　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
等
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
は
。

Ａ　
彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の

多
目
的
広
場
が
、
今
現
在
で
も
使

用
で
き
る
環
境
で
あ
る
。

「
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
」の
導
入
を

液
体
ミ
ル
ク
を
災
害
時
の
備
蓄
品
に

喜
沢
地
区
に
土
に
親
し
む
広
場
を

そ
の
他
の
質
問

生
活
困
窮
者
支
援
の
充
実
を

※アクションプラン…戸田市待機児童緊急対策アクションプランの略。平成 28 年４月１日現在の保育所等の待機児童
数は106 人と、初めて３桁に達したことなどから、３年間のアクションプランを策定した。


